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試験開始までに下記の注意事項をよく読んでください。

課題作文

試験時の注意事項

①　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
②　受験票に記載された学科と解答する学科に相違がないか、確
認すること。

③　開始の合図の後、解答用紙に「氏名」・「受験番号」を記入す
ること。受験番号は算用数字で記入すること。

④　試験時間は 60 分です。
⑤　解答用紙は横書きで記入すること。
⑥　句読点は 1字として数えること。
⑦　下書きは、問題用紙の余白または裏面を使用すること。
⑧　試験中に問題冊子の印刷不鮮明、ページの落丁・乱丁および
解答用紙の汚れ等に気付いた場合は、手を挙げて監督者に知
らせること。

⑨　試験終了後、この問題冊子は持ち帰ること。





（Ⅱ期－1）

　次の文章は、保育の研究者である倉橋惣三によるものです。これを読んで、後の設問
に答えてください。

　子どもはいろいろのことを問うものであるが、ことに 4歳頃になると、盛んに質問を
始める。この頃を『質問時代』と称するくらいで、質問がたくさん出る上に、なかなか
しつこく尋ねる。大人の方では、初めは相手になっているが、後にはうるさくなって、「ま
たか」としりぞけるようになり、ひどいのになると、叱りつける人もあったりする。
　かように、子どもの質問は、大人にとってはうるさい厄介なことのように扱われてい
るが、子どもの身になってみれば、もとより真剣なので、教育の上から見て、非常に大
切なことである。子どもがあることについて質問した時は、その相手になって、その子
が十分に満足するように答えてやることを心掛けなければならない。

　子どもが満 6歳以上で学齢に達していれば、「これは大きくなれば分かる」といって
おくこともできるし、まだ将来まで面白い疑問として止めておくこともできるが、満 4
歳ぐらいの子どもには、ハッキリとした返事ができないで、多くの場合には非科学的な
説明をしておかなければならぬことがある。これはやむを得ない。

　こういう時には、子どもの心もちになって、子ども自身の理屈で解釈してやった方が
よい。そうすれば、その質問に対する正しい解釈はできなくとも、子どもの心もちには
自然な解釈となるであろう。例えば、
「なぜ木の葉が落ちるのです」
と聞いた時に、植物の葉が枯れて落ちる理屈を答えても分からない。そうかと思って、
でたらめなこともいえないから、子どもの考えにあてはめて、
「木の葉は、はじめはシッカリ枝につかまっていたが、疲れて手を離してしまったのです。
坊やもブランコにぶら下がっている時に、疲れて手を離すと、下へ落ちてしまうでしょ
う」
という風に答えれば、子どもはそれで満足する。特にむずかしい理由を出して、くわし
く答えなくとも、子どもはそれで自分の疑いを去ることができる。

（出典：倉橋惣三『育ての心（下）』フレーベル館、2008 年）

設問１�　文中の下線部「子どもがあることについて質問した時は、その相手になって、
その子が十分に満足するように答えてやることを心掛けなければならない」につ
いて、あなたの考えを述べてください。本文を引用する場合は、必ず引用箇所を
「　　　」で示してください。（300 字以内）

設問２�　あなたはどのようなことを大事にする保育者・教育者になりたいですか。上記
の文章を読んだうえで考えたことを述べてください。（500 字以内）



（Ⅱ期－2）

〈留意事項〉
　必要に応じて段落分けをし、読みやすいようにしてください。


